
【学校だより 12月号】       令和５年（２０２３）を振り返って 

校長 谷口源太郎 

早いもので令和５年も残り 10日足らずとなりました。 本校にとって令和５年（２０２３）はどんな年だ

ったかを振り返っています。 

今年 1～３月は、新型コロナ感染症の第 9波の影響で多くの子どもたちや先生方が感染や濃厚接

触者となり、学校を休むことになりました。5月 2週目には新型コロナ感染症が第 5類となり、通常の

教育活動が徐々にできるようになりましたが、秋ごろからはインフルエンザが猛威を振るい始め、多く

の学校では多数の子どもたちや先生方がり患して学年閉鎖や学級閉鎖となり、教育活動に大きな影

響を及ぼしました。本校でも 9月末から 10月の始めに 4つの学級で学級閉鎖となりました。この 1年

間を振り返ると令和 5年は、Ｗｉｔｈ コロナ・インフルエンザ、新型コロナやインフルエンザの２つの感

染症に大きく影響された 1年だったことが分かります。 

そのような中にあって本校では、子どもたちのために「教育の情報化」や「エドテック」の取組をより

一層進めてきた年だったととらえています。コロナ禍やインフルエンザが流行しても、誰一人取り残す

ことなく子どもたちに「学びの保障」を行う。感染症に負けず前を向いて一歩一歩取り組んできた 1年

だったととらえています。 

教師は子どもたちのために今やれることを、できることをするという熱き思いをもち、職責を果たす。

それができたのも保護者、地域の方々の深い御理解と御協力があったからこそ、成し遂げられたこと

だと感じております。  

県教委、市教委をはじめ、県外の学校や教育委員会が本校の取組を是非参考にしたいとの依頼を

受けて数多くの学校訪問や視察を受け入れてきました。研究実践のノウハウ等を多くの学校に是非伝

えてほしいという依頼もあり、様々な研修会の場でその取組を発表させていただきました。年明けには

文部科学省の方が学校視察に来校することが決まっています。学習者用のデジタル教科書の活用状

況を是非視察したいとのことでした。 

学校はどうすれば格差を解消し学校全体で ICT教育を進めることができるようになるのか？という

問いに対して、本校がこれまで取り組み、積み重ねてきた「実践記録集（2021・2022）」や「実践事例集

Ⅱ（2023）」の中にその解決のヒントが詰まっています。 

PTA活動でもデジタル化によって様々な PTA業務が効率化、簡素化されました。欠席・遅刻届のメ

ール化、各種アンケートのデジタル化、お知らせ文書のペーパーレス化、参加者を募るときは Google

フォームで取るなど、これまで時間と手間をかけて行っていた業務のほとんどがデジタル化されてきま

した。先日は家庭教育についても、この 3年間の「家庭教育力アップ共通実践事項」の実践や集約し

たデータ等を谷山 B・松元ブロック家庭教育充実研修会で発表し、近隣の学校に本校の家庭教育の

取組を伝えることができました。本校は、学校も家庭も着実に前に進んでいます。3年前に学校だより

でお伝えしていた「近い将来の学校の姿」に近づいています。下の写真は、これまでの実践発表や新

聞記事等をまとめたものです。これからも学校は、家庭や地域と連携して、歩みを止めず前を向いて

進んで参りたいと思います。 



【この 1年間に報道、掲載されたマスコミ記事、発表等】

 

 

  

  


